
自己紹介

名前 松下実紀(まつした みのり)

所属 長崎県立大学

情報システム学部情報セキュリティ学科 4年

普段していること

DNSの勉強、JANOG58の実行委員 等

本調査は

福岡女子大学 4年の高木さつき さんとの共同作業です

最近はまってること

犬の集団予防接種の動画を見る事、旅行に行くこと 1



このテーマに興味を持ったきっかけ

DNSへの興味

● 研究室の授業でDNSについて学んだ

● 身近な技術でありながら、想像以上に複雑な仕組みであることを知った

● digコマンドから多くの情報が得られることに面白さを感じた

テーマ選定の理由

● 岡田先生からDNSSECの普及に関する話を伺った

● 権威DNSサービスの現状に興味を持った

● 現状のDNS運用がどのように行われているのか調べてみたいと考えた
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調査を通して感じたこと

DNSについて

● 身近な技術だが、想像以上に複雑

● 適切な運用・評価には専門知識が必要

調査について

● 評価基準の判断が難しい項目がある

● 「記載がないこと」の確認は特に難しい

● 調べるほど知識が深まり面白い

● 一方で根拠を探す地道な作業の連続

根拠部分を記録しながらの作業
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一社調査をしてみました(IIJ)

公式マニュアルや公開資料を調査した結果
当初は判断保留としていた項目について対応状況を確認することができた

項目 前回 今回

更新処理がDR構成になっていること ? 〇

ゾーンデータの変更履歴を閲覧できること ? 〇

ひとつ前の設定に容易に巻き戻しできる事 ? 〇

逆引きゾーンの登録に対応しているか ? 〇

調査方法
公開マニュアルや公式サイトの調査、および事業者への直接ヒアリング

調査結果
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其田さんにご協力いただきました

● 事前にマニュアルや公開資料を読み込み、不明点を整理して質問

● 疑問点が解消され、理解を深めることができた

感想

初めて企業の担当者へ直接質問し、緊張した

一つ一つの質問にとってもとっても丁寧に答えて頂いて有難かった

ありがとうございました！
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今後の調査項目について

● 項目によっては評価基準が曖昧なものがある

例：サブドメインハイジャック対策

どのような機能や仕組みを対策とみなすべきか

調査項目の整理

● 現在の評価項目で十分なのか

追加すべき観点、逆に不要な項目はないか

こんな項目を追加してほしい等あればご助言をお願いします！
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今後の展望として
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調査の自動化についても検討したい 懸念点

● 同じ機能でもサービスごと

に表現や記載方法が異なる

● AIによる判断だけでは

誤評価の可能性がある

● 最終的な評価・判断は

人が行うのが現実的 ?
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